
社
会
福
祉
事
業
の
功
労
者
に
対
し

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
状

第
９
回
市
社
会
福
祉
大
会
が
９
月
28
日
、

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
年
、
社
会
福
祉
に
貢
献
し

た
人
や
福
祉
健
康
標
語
の
入
選
者
ら
を
表

彰
。
そ
の
後
、
妙
見
山
黒
石
寺（
奥
州
市
）の

業
功
労
者

石
坂
勇
、
三
浦
鈴
子
、
加
賀
谷

茂
子（
社
会
福
祉
法
人
安
代
会
）
尾
関
康
子
、

小
笠
原
優
子
、澤
口
牧
美
、高
橋
久
子（
社
会

福
祉
法
人
西
根
会
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

工
藤
正
雄

（
北
村
）

■
褒
賞

工
藤
和
代（
薬
師
）

■
感
謝
状

中
軽
米
秀
雄（
関
口
）

■
26
年
度
市
福
祉
健
康
標
語
最
優
秀
賞

▼
福
祉

佐
々
木
向
日
葵（
松
野
小
６
年
）

「
差
し
の
べ
る

そ
の
手
の
先
に

お
も
い

や
り
」

▼
健
康

遠
藤
由
紀
乃（
田
頭
小
４
年
）「
笑

う
ほ
ど

健
康
の
花

咲
き
ほ
こ
る
」

藤
波
洋
香
住
職

が「
布
施
の
心
」

と
題
し
、
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞

者
、
入
選
者
は

次
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

■
社
会
福
祉
事

伊藤昇会長（左）から表彰状
を受け取る工藤正雄さん

太陽光発電システム設置経費の補助

３月で終了します！市
の
魅
力
を
発
信
す
る
３
代
目
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
誕
生

市
観
光
協
会
は
、松
村
由
佳
さ
ん（
中

関
）と
小
船
玉
実
さ
ん（
清
水
２
区
）の

２
人
を
10
月
１
日
か
ら
、
３
代
目
の
市

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
任
命
し

ま
し
た
。

２
人
は
共
に
22
歳
。
今
後
２
年
間
、

県
内
外
で
の
催
し
な
ど
で
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
任
命
に
当
た
り
、
松
村

さ
ん
は「
幅
広
い
年
齢
層
の
人
に
、市
の

魅
力
を
元
気
い
っ
ぱ
い
伝
え
た
い
」と
、

小
船
さ
ん
は「
身
近
な
自
然
や
特
産
品

な
ど
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
、

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

３代目市観光キャンペーンレディの
松村由佳さん（左）と小船玉実さん

市
教
育
委
員
会
は
、８
月
１
日
付
で
「
兄
川
山や

ま
じ
ん
ぐ
う

神
宮
の
山や

ま
し
ん
ぞ
う

神
像
」（
写
真
左
下
）

を
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
、
９
月
12
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、
指
定
書

遠藤教育長（右）が関善次郎
さんに指定書を交付

交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
所
有
者
で
あ
る
関
善
次
郎
さ
ん
が

出
席
。
遠
藤
健
悦
教
育
長
か
ら
指
定
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
同
像
は
、
市
有
形
民
俗
文
化
財

第
１
号
と
な
り
ま
す
。

市有形民俗文化財第１号に
兄川山神宮の山神像を指定

リーンエネルギーの普及および地域経
済の活性化を図るため、住宅用太陽光
発電システムの設置経費を予算の範囲
内で補助しています。本事業は、制度
開始時に計画したとおり、平成27年３
月で終了します。
助成を希望される人は、お早めに市
役所地域振興課地域振興係（☎・内線
1146）に、ご相談ください。

市は、平成
24年度から、
環境負荷の少
ない循環型社
会の構築に向
け、市民の環
境に対する意
識の高揚とク

太陽光発電を利用した住宅
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税について手続きを確認しましょう

■ 所得税などの予定納税をお忘れなく
前年分の所得税および復興特別所得税の確定申
告に基づいて計算した基準額が15万円以上の場
合、その税額の３分の１に相当する額を７月と11
月に納める「予定納税」という制度があります。11
月の第２期分の納付期限は、12月１日㈪です。
廃業などで、予定納税基準額より少なくなると
見込まれる場合は、予定納税の減額申請ができま
す。第２期分の減額申請は、11月17日㈪までに手
続きを行う必要がありますので、ご確認ください。
詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.
nta.go.jp）をご覧ください。

■ 記帳・帳簿等の保存制度のご確認を
個人の白色申告者のうち、前々年分あるいは前
年分の事業所得、不動産所得または山林所得の合
計額が300万円を超える人に必要とされていた記
帳と帳簿書類の保存が、平成26年１月から、これ
らの所得が発生する業務を行う全ての人（所得税
および復興特別所得税の申告の必要がない人を含
む）にも、義務付けられています。
「記帳・帳簿等の保存制度」や記帳の内容の詳細
は、国税庁ホームページをご覧いただくか、盛岡
税務署（☎019-622-6141）までお問い合わせくだ
さい。

12月１日㈪から
コミュニティバスの時刻などを変更

市は、新庁舎完成に伴い、コミュニティバスの
時刻などを次のとおり変更します。
なお、変更した時刻・路線の運行開始は、12月
１日㈪からとなりますので、お気を付けください。
❶西根・松尾地区の全路線市役所新庁舎まで路線
を延長
▶西根・松尾地区の全路線１便以上を、市役所新
庁舎を経由または始発、終着とするように変更
❷大花森路線、前森路線を毎日運行に変更
▶月・水・金曜日に運行している大花森路線、
火・木曜日に運行している前森路線を、バスの増
台により、毎日運行に変更
❸大花森路線に温泉郷周辺エリアを循環する便を
２便新設
▶大花森路線に、東八幡平病院発着で、温泉郷、
別荘地、金沢方面を巡回する便を１日２便新設
❹バス停の新設
▶寺田路線に２カ所、温泉郷周辺エリア循環バス
新設のため、大花森路線に３カ所のバス停を新設
❺路線延長などに伴い、西根・松尾地区の到着時
刻を変更
▶東八幡平病院へは、始発からの所要時間を17分
短縮（大花森路線）

❻ＪＲ花輪線に接続のため田山路線の時刻を変更
田山路線について、朝のＪＲ花輪線上り（田山駅
８時４分発車）への接続のため、毎週木曜日の朝の
時刻のみ変更
詳しい発着時刻や路線については、全戸配布す
る時刻表をご覧ください。
■フリー乗降区間について
国道および県道以外のコミバス運行路では、バ
ス停以外でも乗り降りができます。バス停以外で
乗る場合は、手を上げ、降りる際は、あらかじめ
運転手に意思を伝えてください。
また、安全運行のため、乗降の際は、早めの意
思表示をお願いします。

市
内
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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